
法隆寺建築木材の伐採年代推定に応用できる分析技術を開発 

�

名古屋大学大学院生命農学研究科の福島和彦教授・齋藤香織研究員を中心と

する研究グループは、奈良文化財研究所の光谷拓実博士と共同で、古材の伐採

年代を推定する新たな分析技術を開発しました。これにより法隆寺建築に使わ

れた古材の伐採年代を推定したほか、今後古建築物の建築年代を科学的に証明

する研究として期待されます。 

 

 樹木木部は辺材と心材に分けられ、

心材は着色しているので、辺材との

区別が可能である。辺材は、樹種や

幹の太さにより、どのくらいの年輪

数が存在するかだいたい推定できる。

したがって、試料が樹皮を含んでい

ない場合でも、辺材と心材の境界が

わかれば、その外側に位置する辺材

の推定年輪数を加算することにより

伐採年代がわかる。 
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この木材を切り倒した年 (伐採年) =
 

計算方法

知りたい！

木材を伐採した年代を知る

これが重要！ 

木の幹の断面写真 

 しかしながら千年以上も経過した


